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伯
耆
町
の
国
際
交
流
は
、
合
併

前
の
岸
本
町
と
溝
口
町
の
国
際
交

流
を
引
き
続
き
実
施
予
定
で
す
。

で
は
、
ど
ん
な
交
流
を
し
て
き
た

の
か
、
合
併
前
の
岸
本
町
と
溝
口

町
の
交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

溝
　
口

溝
口
の
国
際
交
流
事
業
は
、
平

成
五
年
に
河
北
省
滄
州
市
を
溝
口

町
長
、
溝
口
町
議
会
な
ど
の
幹
部

が
滄
州
市
を
訪
問
。
平
成
六
年
に

滄
州
市
と
友
好
交
流
関
係
意
向
書

を
締
結
し
て
か
ら
、
中
国
と
の
交

流
が
本
格
的
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
七
年
か
ら
一
年
間
、
滄
州
市

人
民
政
府
職
員
の
劉
（
リ
ュ
ウ
）
氏

を
国
際
交
流
員
と
し
て
溝
口
町
役

場
企
画
課
で
受
入
れ
し
ま
し
た
。

劉
氏
に
は
、
現
在
も
溝
口
町
と
の

交
流
の
橋
渡
し
と
し
て
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雑

技
団
が
平
成
十
年
に
は
来
町
し
、

平
成
十
四
年
に
も
第
十
七
回
国
民

文
化
祭
「
わ
ら
べ
ま
つ
り
」
に
出

演
し
ま
し
た
。
平
成
十
五
年
に
は
、

滄
州
市
人
民
政
府
農
業
視
察
団
を

受
入
れ
、
溝
口
町
海
外
派
遣
団
が

呉
橋
県
を
訪
問
し
ま
し
た
。

以
後
、
県
の
協
力
を
得
て
、
平

成
十
六
年
度
か
ら
三
年
間
、
中
国

河
北
省
滄
州
市
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体

等
の
交
流
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
平
成
十
六
年
度
は
、

小
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
交
流
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
七
年
度
、

十
八
年
度
に
も
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

岸
　
本

岸
本
の
国
際
交
流
事
業
は
、
平

成
十
三
年
十
一
月
に
岸
本
中
学
校

で
「
岸
本
中
学
校
国
際
交
流
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
は
、

米
子
空
港
に
韓
国
便
が
開
設
さ
れ
、

韓
国
へ
短
時
間
で
行
く
こ
と
が
可

能
に
な
り
、
韓
国
へ
の
関
心
が
高

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
岸
本
中
学
生
を

対
象
に
実
施
さ
れ
、
内
容
は
韓
国

に
関
す
る
講
演
会
、
チ
ェ
ギ
（
韓

国
の
蹴
鞠
）
と
チ
ョ
ゴ
リ
（
韓
国

の
民
族
衣
装
）の
披
露
、
ま
た
、「
国

際
交
流
っ
て
何
？
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。
当

時
韓
国
の
日
本
人
学
校
勤
務
か
ら

帰
っ
て
こ
ら
れ
た
岸
本
在
住
の
小

学
校
教
諭
、
県
の
韓
国
出
身
の
国

際
交
流
員
、
中
学
校
教
諭
、
町
内

在
住
の
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
な

ど
の
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。平

成
十
四
年
度
、
十
五
年
度
に

は
、
韓
国
ソ
ウ
ル
市
へ
の
研
修
旅

行
も
含
ん
だ
年
十
回
程
度
の
「
韓

国
を
知
ろ
う
！
講
座
」
が
実
施
さ

れ
、
各
年
度
十
名
ず
つ
が
韓
国
の

文
化
や
歴
史
を
熱
心
に
学
び
、
修

了
の
際
に
は
、
研
修
成
果
の
発
表

会
を
町
内
施
設
で
行
い
、
学
ん
だ

韓
国
の
文
化
や
歴
史
を
参
加
し
た

町
民
に
広
く
伝
え
る
よ
う
な
講
座

で
し
た
。
ソ
ウ
ル
市
で
の
研
修
で

は
町
内
出
身
の
方
に
も
協
力
い
た

だ
き
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
に
は
、
韓
国
現

地
研
修
旅
行
は
実
施
せ
ず
、
韓
国

の
伝
統
や
文
化
、
歴
史
な
ど
を
学

ぶ
講
座
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
数
年
に
わ
た
る
講
座
で
、

町
内
で
韓
国
に
関
心
を
持
つ
方
々

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
も
、
伯
耆
町
民

を
対
象
に
韓
国
講
座
を
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。
伯
耆
町
韓
国
講

座
の
受
講
生
募
集
内
容
を
こ
の
頁

の
下
に
載
せ
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
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